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井上  温子

井上温子プロフィール
1984年 生まれ35歳　出身地：青梅市

 居住地・事務所：高島平
2003年 東京都立北多摩高等学校卒業
 （在学中、陸上部にて関東駅伝・国体に出場）

2008年 大東文化大学環境創造学部卒業
2008年 同大同学部職員として、地域活性化事業を担当
  （地域と大学連携によるコミュニティカフェ運営等）

2011年 NPO法人ドリームタウンを設立し、代表理事
  板橋区議会議員初当選（無所属）

2013年 同NPOにて共生型の居場所地域リビング プラスワン開設
2014年 いたばしコミュニティスペース連絡会立ち上げ
2015年 区議会議員2期目当選（無所属）

2017年 立教大学大学院 21世紀社会デザイン研究科 入学
 （研究テーマ：地域共生社会の要となる共生型の居場所の効果と

    普及の可能性）

2019年 同大学大学院 修了
  区議会議員３期目当選（無所属）
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東京都板橋区高島平1-71-8 エトワール西台101

［Tel］090-5503-2922　［Mail］voice@atsukoinoue.jp　
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事務所井 上 温 子 みなさんの声も
   お聞かせください。

やってます！

居場所視察レポートゴジカラ村

子どもの遊び場

愛知県長久手市

愛知県長久手市にある「ゴジカラ村」は、” 誰もが役割と居場所のあった昔の暮ら
しが必要だと感じ、その暖かく、わずらわしい暮らし ” を目指し、NPO 法人愛知た
いようの杜が運営しています。通常、リスクを考え施設を管理すると、自由を奪い
がちになりますが、ゴジカラ村の特養やケアハウスは出入り自由で、誰でも利用で
きる食堂等もあります。外の世界と分断されず、個人の希望が尊重される施設や
自宅で最期まで暮らせるのが普通の世の中にしていきたいです。

「ゴジカラ」は、アフターファイブのこと。仕事が終わった後は、時間に追われずゆっ
たりとしていて、高齢者や障がい者、子ども、若者もなんとなく顔見知りがいて、役
割を果たしあっている。そんな板橋をつくっていきましょう。

「ボール遊びを思いっきりしたい！」と声を上げた子どもたちが、
月に数回遊び場について話し合う「子ども会議」を応援団の一
人としてサポート（2019 年 2 月～）。子どもたちは公園につい
て調べたり、発表したりと活動してきました。また、活動してきた
内容をまとめ、遊び場についての陳情を板橋区議会に提出。
５項目中４項目が採択＊されました。

こどものあそび場についての
陳情項目はこちら

・旧板橋九小の件　・加賀二丁目公園の件
・子どもの意見聴取　・ 運動場所充実の件
・東板橋公園グラウンドの件
 

引き続き、陳情の内容が、区政に反映されるようチェックしてい
きます。今回の活動を通じ、私自身、子どもたちから学ぶこと、
勇気をもらうことばかりでした。感謝の気持ちを伝えたいです。
今後、「子ども会議」を普遍的なものにし、子どもが自ら考え、
熟議し、子ども施策やまちづくりについて改善・提案・実行で
きる機会を増やしていきたいです。

＊議会の意思決定として賛同を得たこと

手間がかかってわずらわしくて不便で思い通りにならない
だからみんなで暮らしていける   だからみんなの居場所がある

ソーネOZONE 名古屋市北区

新型コロナ
板橋区感染者数

84名(4 /26 累計)

名古屋市北区の大曽根住宅１階に生まれた“パンとみんなとしげんカフェ”。ここに
は、障がい者の就労支援 A で実施している「ソーネカフェ」、障がい者がつくるパン
の販売「わっぱん」、手作り商品や野菜、日用品を売る「ソーネショップ」、イベントや
教室ができる「ソーネホール」、居住支援法人が相談にのる「ソーネそうだん」、資
源の循環を行なう「ソーネしげん」。そして、ゆいま～るさんのサービス付き高齢者
向け住宅もあります。
生活困窮者や障がい者、高齢者等の支援をする場でありながら、子どもたちや地
域に関わりのなかった人たちまでもが行きたいと思える福祉拠点づくりが、共生
社会へのきっかけとして必要だと思いました。

「しげんカフェ」を中心に、地域の “ あったらいいな ” を集めた複合施設。

－「いつもテニス・ソフトボールをしている大人やキャッチボール・サッ
カーをしている小学生もいたけど、お互い様子を見ながら譲り合って
遊んでいたと思う…なぜ突然禁止になってしまったのだろう？」

「いつも遊んでいた赤塚公園沖山地区で、ボール遊びが突然で
きなくなってしまった」と乳幼児の親から連絡がありました。

なぜ、突然禁止に？？
東京都に問い合せると、「ゴルフをしている人がいる」という苦情が
あり看板を掲示したとのこと。ボール遊びを禁止したことで、利用
者がほとんどいない状況となっていることや、ボール遊びができ
る広々とした沖山公園の重要性について都に伝えたところ、11 月
28 日には表示が変わりました。

より自由な活動がしやすい表示に。

「マナーを守ってくださりありがとうございますー大声や公
園外へのボールの飛び出し、他の利用者に迷惑がかかるよ
うな野球・サッカー等の練習はご遠慮くださいー」

苦情で禁止事項を増やすだけでなく、多様な人が参加し、魅
力的な公園づくりをする仕組みが必要です。

また、板橋区には、子どもの年齢に応じた「遊び場計画」がなく策定
を求めました。「地域全体が遊び場の重要性の理解を深める必要が
ある。子どもが遊び、成長していく計画づくりやまちづくりのために、
子どもの意見を反映させる仕組みづくりを研究する」との答弁が
ありました。(19/10/25 決算総括質問 )

地元都議にも協力をしてもらい「都立公園では親子でのキャッチ
ボールや、サッカーのパス練習については、他の利用者に支障の
ない範囲で認めている」との見解を都から得られました (12/20)。

2019年の夏、突然、ボール遊びを禁止する看板が。
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小学生からの
陳情は

初めてです！

悩んでいたり、居場所がない人、お電話下さい。今後の暮らし方を一緒に考えましょう。ウイ
ルスの話題ばかりの今日。その裏で、孤独死や認知症、虐待、うつの増加、身体機能低下、
失業、倒産等、様々なことが起きていると思われます。社会全体のための行動と、個人を守
るための行動はイコールでないこともあるように思いますが、感染に注意しつつ、助け合っ
て生きていきましょう。危機的状況に、区の財政調整基金 234 億円の活用を提言中です。

実際に提出された陳情書の一部です。

なんでも相談

090-5503-2922

なんでも相談

090-5503-2922






